



























































































































　  『拓殖大学語学研究』（2） pp. 0-5
3）原文は中国語と英語で書かれている。日本語訳は加納が作成した。
4）履修にあたっては、例えば日本語（二）を履修するには、先に日本語（一）を履修し、単位を修得しなければ
ならない。
5）畠山理恵・齊藤眞理子（202）「「知っていることを使う」を目指した日本語短期研修のコースデザイン・泰日
工業大学を対象とした研修を事例として」『文化学園大学紀要・人文社会科学研究』（20） pp.2-36
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